
①　１４２年前（江戸後期様式）の町家の中にﾀｲﾑｽﾘｯﾌﾟしてみませんか！
～伝統的博多町家住宅の一般公開は福岡市内では当家のみです。～

～博多ふるさと館は、町家の博物館。箱嶋家住宅は今でも住んでいる生活感がある町家です。～

～箱嶋家住宅は福岡市観光局ＭＩＣＥ（国際会議等の海外観光客）おもてなし推奨の町家になりました～

②　ﾊﾟﾜｰｽﾎﾟｯﾄ！かまどの神様（荒神様）がお待ちしております！

③　“透き漆塗り”の深みのある艶が暖かくお迎えします！

　　　　　＜漆は江戸時代から大正時代にかけて、軍需物資（弾の表面に塗るなど）にも使用されたため、貴重な統制品でした＞

④　お香と水琴窟の音色。“時の止まった空間”をお楽しみください！

～残念ながら地震の影響で音は聞こえませんが、ＣＤで再現中です～

寄付金箱にお気持ちをよろしくお願い申し上げます～

～修復に向けて、皆様のご理解とご支援をお願いいたしております。

～荒神祭りとは、災いや病を引き起こす荒神の神慮を慰めるお祭りです。毎年荒神琵琶法要を開催しています～

～福岡市では、楽水園と当住宅のみ現存しています～

国登録有形文化財『箱嶋家住宅』の見どころ

～かまどの神様は中国・韓国、ギリシャ神話・ローマ神話にも登場している世界共通の神様です～

～木と漆の日本伝統文化の素晴らしさを見学できます～

～６０年前までは、日本中の家庭にかまどがありました。ガス・電気炊飯器の発明で全て駆逐されてしまいました～

～かまど文化の生き証人です。かまどには火の神様である荒神様が宿っております～

～木目をそのまま見せる最高級の透き漆手法により、欄干装飾・箱階段に光が当たるほど、美しく輝いて見えます～

～漆には、カビが生えにくく、耐湿性・耐久性のある漆膜のため、年月とともに透明感が増し、深みのある美しさが楽しめます～


